
2

★港湾部会
新年あけましておめでとうご

ざいます。今年も港湾部会一致

団結して、労働条件向上を勝ち

取るための闘いに対し、ご理解

ご協力いただきます様よろしく

お願いします。

昨年12月６日(金)、地本会議

室にて｢全港湾大阪支部24年総

会・25春闘討論集会｣を16名参

加で開催されました。

総会では、部会長と委員長か

ら挨拶があり、その後、港湾部

会役員から24年活動報告・25

年運動方針案が提案され、全体

討議を経て承認されました。新

役員体制も承認され、部会長か

ら港湾部会総括として､「24年

の反省を踏まえて、25年の港

湾部会は全体共有を重きに置き

団結していこう」と述べました。

続けて、討論集会では「１．

要求額について」「２．定年延

長制度について」「３．万博・

ＩＲ・カジノ問題について」ま

た追加討議として「４．特定利

用空港・港湾」「５．マイナン

バー制度について」全体討議さ

れました。特に要求額について

は多くの意見がありました。

異例ではありますが、港湾部

会25討論集会の場で、要求額

は決定することが出来なかった

のが実状です。その他の討議に

ついては、具体的な方針が確立

され、支部討論集会に反映され

ることになります。

現在、物価高騰や社会保険負

担増などの影響で実質賃金が低

下し、我々の生活がひっ迫され

ているのはいうまでもありませ

ん。それに見合う賃上げを勝ち

取らなければなりませんが、大

阪支部のように中小零細企業を

中心としている場合、結局は料

金問題となるのがほとんどです。

その為、要求額というのは高け

れば良いというものではなく、

いかに組合員全体が組織的に闘っ

て勝ち取ることが出来るかだと

思います。

今年は「大阪・関西万博」開

催もあり、港頭地域では渋滞問

題をはじめ大きな影響があるも

のだと予想されます。「ＩＲ・

カジノ建設問題」には「我々の

職域に博打場を絶対につくらせ

ない！」の声を上げ反対運動の

強化が重要です。

特定利用空港・港湾について、

自衛隊・海上保安庁が戦闘機や

護衛艦の平時の訓練利用などを

目的とするもので、港湾では現

在全国で20か所指定されてい

ます。有事となれば港湾施設が

標的となるのは明白であり、我々

の職場を兵站基地することを決

して許してはなりません。

大きな問題が山積しています

が、我々港湾部会は共有を強化

することで、組織的な運動を展

開し、大阪支部の中心となって

この2025年を闘っていきたい

と思います。

港湾部会長 横山 貴安基

だ ん2025.1.1
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★車両部会
組合員の皆様、新年明けまし

ておめでとうございます。年々

働き方が制限され厳しい環境の

中、日々の組合活動に参加協力

していただいていることに感謝

致します。

また、今年も車両部会一丸と

なって、しっかり取り組みたい

と思います。

昨年12月15日(日)、大阪港

湾労働者第１福祉センター３階

にて「大阪支部車両部会25春

闘討論集会・24年総括学習会

（ディスカッション形式）」を

12分会総勢24名で、おこない

ました。

車両部会春闘討論集会では部

会長の挨拶及び支部長からの挨

拶と激励がありました。

その後、事務局長から「車両部

会2025年春闘方針(案)」が提

案されました。

トラック労働者のたたかいと

して、2024年～25年度の運動

方針を基に各省庁、関係行政へ

の制度政策要求行動も積極的に

取り組みます。また、労働組合

と企業が手を取り合い、これま

で以上に一歩踏み込んだ議論が

できつつある中、もう一歩踏み

込んだ具体的な課題を共有して、

トラック産業の将来を考える懇

話会・近畿や交運労協とも連携

をとりながら行政交渉を取り組

みます。

また、車両部会といっても業

種により、問題はそれぞれであ

り、トラック・生コン バラセ

メント・地域公共交通、におい

ての重要課題について提起され、

定年延長制度やマイナンバーカー

ドに関しての全体討議もされま

した。

討論集会で議論を重ねた結果、

車両部会としての春闘要求金額

は40,000円とする事とし、支

部春闘討論集会での報告を確認

しました。

今回は、車両部会組合員に対

する「2024年問題」働き方改

革の動向や、時間外労働９６０

時間規制に対するトラックドラ

イバーの意識調査アンケート

（12分会28名）をもとにディ

スカッションおこないました。

車両部会では、もはや物流が

滞ることで、運搬物が運べなく

なるという日本国民すべての問

題となっていることを自負し、

労働組合が先頭に立って賃上げ

要求を果たし、魅力ある産業へ

変貌できるよう運動していきま

す。

車両部会長 南野 一樹

No.389け つ
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